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研究要旨： 

 12 の企業の安全担当等に対して、大学等の安全教育についての期待について聞き取

り調査を行った。学卒新入社員を企業から見た場合、新入社員の安全に関する知識や

スキルのレベルは企業の期待するレベルには達しておらず、大学に期待せず新入社員

時点での一律の安全教育で企業の安全の基礎を作っていることが示唆された。しかし、

大学における教育研究の過程において、リスクの認知と基本的な安全に関する知識の

習得とが大学への要望としてあげられていた。 
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A.背景と目的 

 本調査は、企業等の我が国の高等教育

機関において行われている安全に関する

教育に対する期待を明らかにすることを

目的に実施した。 

 大学等における安全に関する教育の目

的は、大学における活動の安全確保、製

品安全のための知識と技能の習得、化学

プロセス等における安全工学の取得、社

会の安全確保のための知識と技能の習得

等多岐にわたるが、主に企業における災

害防止の観点から意見を調査することと

した。 

 

B.対象と方法 

 企業に対する聞き取り調査では、安全衛

生を担当する部課長層から担当者までと

した。 

2) 調査方法 

 聞き取り調査は、対面にて行い，調査

項目について自由回答することとした。

加えて、調査項目についての聞き取り後

に自由に意見交換を行った。 

 調査項目 

・新入社員の安全に関する能力 

・新入社員に対する安全教育 

・大学等が行っている安全教育について

期待すること 

・企業における新入社員に対する安全教

育について 

・自由意見 

 聞き取りにおいては、必要に応じて質

問における用語等の説明を加えた。聞き

取りは、対象者が答えることが可能な範

囲内で行うこととした。 

 

C.結果 

 12 社から聞き取りを行った。聞き取っ

た内容で公開を希望しない項目・内容に

ついては非公開とした。 

A 社 

①聞き取り対象の業種、部署、役職 

 製造業 環境保安課 課長 

②学卒新入社員の安全に関する能力につ

いての評価 

 労働安全の知識(指差呼称、KYT、RA)

に関しては従来より入社後教育によると

ころが大きく、能力の過不足は感じない

(そもそも最初から期待していない)。但し

知識はあるが原理を知らない印象がある。 

 安全を含めた問題解決能力の低下は著

しい。例えば、安全上の課題に対して問

題の修正(壊れたものを直す)に留まり、原

因追究・再発防止(なぜ壊れたのかを追求

しまた壊れないようにする)を図る能力

がない、努力が見られない。問題の修正

は早いが面倒なことは手を付けない傾向

がある。 

③学卒新入社員が大学等で身につけてき

て欲しい安全に関する能力 

 原理原則に基づく問題解決能力、努力

の修養。現場従業員は十分な経験を持っ

ているが学卒者にはそれがない。それ故、

原理原則を学んだという立場から、それ

に基づいて指導力を発揮してほしい。 

 体感可能な教育による危険感受性の向

上。企業では、安全に「危ない思い」を

教え込むことに大変苦労している。大学
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で、多種多様な「危ない思い」を体感す

ることで、現場に即適応可能な危険感受

性を養成する可能性を持っている。但し

学生指導を誤ると「危険に鈍感な」新人

になりかねないリスクもある。 

④学卒新入社員に対する安全教育の内容 

 安全理念、安全行動指針、社内ルール、

法令順守と法定資格、ゼロ災害、保護具

着用、3S、危険物、KY、指差呼称、交通

安全、ヒヤリハット、リスクアセスメン

ト、ISO⇒教育した内容はそれぞれ身に

着けていると感じている。 

⑤その他の特記事項 

 繊維・化学大手企業(従業員 4 万名以上)、

当該工場は従業員 140 名、ABS 樹脂製造

が主な事業。ここ最近の学卒者の配属は

年数名、現場実習を経て各部署に配属さ

れる。技術担当者や管理職としての業務

が期待されている。現場作業は高卒者が

主体、中年層が多い。構内の設備工事や

整備は小規模の協力会社に、また梱包や

一部ライン作業は 50 名規模(中高年主体)

の関連会社に委託している。 

 

B 社 

①聞き取り対象の業種、部署、役職 

 建設業 安全衛生室 室長 

②学卒新入社員の安全に関する能力につ

いての評価 

 もともと学卒者には安全に関する能

力・知識は期待していない。ないものと

して教育している。年代の移り変わりを

見ても、その点では大きな変化は感じな

い。 

 物の言い方、指導の仕方、リーダーシ

ップはOJTで身につけて行くことになる

が、習熟度は人それぞれ。 

③学卒新入社員が大学等で身につけてき

て欲しい安全に関する能力 

 特に求めていないが、あえて言うなら

スタッフ・部下への指導力やスキルが欲

しい。学卒者は自分より年長で経験のあ

るスタッフを使っていくことになる。そ

の時、経験のなさ・自信のなさから遠慮

してしまい、言うべきことが言えず、リ

ーダーシップが発揮できない。大学でし

っかり学んできた者として、物の言い方、

指導の仕方、リーダーシップのとり方を

身に着けていると良いと思う。 

④学卒新入社員に対する安全教育の内容 

 北九州市に研修センターがあり、高卒

学卒を問わず半年、座学、技術、もちろ

ん安全についてもしっかりと教育を行っ

ている。その後の実践的な技術は OJT に

よるところが大きい。 

⑤その他の特記事項 

 プラント建設業(従業員 1700 名)、当該

支社は従業員 300 名、製鉄所内の工事・

プラントメンテナンスが主な事業。ここ

最近の学卒者の配属は年数名。技術担当

者として、元請との調整、工事の計画や

設計から管理・監督の業務(安全管理も含

む)が期待されている。現場作業は高卒者

が主体、中高年層が多い。また常用やス

ポットの協力会社に業務を委託すること

も多い。 

 

C 社 
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①聞き取り対象の業種、部署、役職 

 製造業 環境安全課 課長 

②学卒新入社員の安全に関する能力につ

いての評価  

 基礎的な能力はあると考える。但し就

業する部署によっては十分でない場合が

ある。(以下研究職を意識してヒアリング)

研究職では KY など基礎的な事項は理解

しているが、リスク、危険感受性はまだ

十分ではない。Process Hazard Analysis

といった手法は理解できていない。これ

は研究職以外の現場エンジニアリング系

にも当てはまる。もっとも自身の学生の

ころを振り返れば同様であり、日本では

まだこういった手法は充分広まっていな

いのかもしれない。 

③学卒新入社員が大学等で身につけてき

て欲しい安全に関する能力 

 危険感受性（KY 手法の理解や実践） 

 安全に関連する資格の取得 

 SDS の見方。学生のころはあまりしっ

かり見ていなかったのではないかと思わ

れる。また、何がどこに記載してあるの

かも知っていてほしい。保護具について

もきちんと使えると良い。 

 上記、事故を予防する観点から、PHA

などを理解する素地 

④学卒新入社員に対する安全教育の内容 

 集合教育 

 全世界のシステムで、必要な教育の記

録を web 上で管理できる仕組みを構築し

つつある。職種や階層ごとに、必要な教

育（集合教育、e-learning も含め）を管

理し、必要時期に知らせる仕組みになっ

ている。 

 各職場における OJT(手順、保護具な

ど)。 

⑤その他の特記事項 

 米国に本社を有する化学会社(従業員 1

万名以上)と日本の大手繊維・化学会社と

の合弁企業、当該事業場は従業員 200 名

規模。シリコンを利用した樹脂や電子材

料などの製造部門と、そのための研究開

発部門、及び本社機能の一部がある。国

内基準だけでなく米国本社の基準での安

全衛生管理を求められており、定期及び

随時に、米国本社からの監査や指導が入

る。ここ最近の学卒者の配属は年数名。

研究開発部門や技術・管理職としての業

務が期待されている。現場作業は高卒者

が主体、若年-中年層が多い。 

 

D 社 

①聞き取り対象の業種、部署、役職 

 その他の事業（化学・電子製品製造の

ための研究） 環境安全グループ グル

ープリーダー 

②学卒新入社員の安全に関する能力につ

いての評価 

 作業主任者や危険物管理者など資格を

取って入社する人もいる。経験や足りな

い知識もあるが社内の教育で立ち上げて

いる。飲み込みは良い。 

 他方、大学の研究での安全感覚（素手

で扱うなど…）と企業で求められる安全

感覚にギャップがある。教育訓練の必要

がある。ケガや薬傷予防はできていない。 

③学卒新入社員が大学等で身につけてき
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て欲しい安全に関する能力 

 化学であれば化学実験における安全テ

キストに沿った教育をしっかり行ってき

てほしい。ちゃんと教育できているのか

疑問に感じることがある。 

 電気であれば電気安全、など学科によ

るだろう。自身の専攻分野における安全

のための知識・技術を修得していること

が望まれる。 

④学卒新入社員に対する安全教育の内容 

 新人共通で公開講座を行っている。経

理や労務管理、生産管理など社員として

知っているべき事項を教えているが、そ

の中に当然環境安全も含んでいる。テス

トを行っているが、理解度は良好。 

そのあとは OJT で修得してもらう。 

⑤その他の特記事項 

 大手鉄鋼会社から派生した化学会社

(従業員 1600 名以上)、当該研究所は従業

員 120 名、樹脂と銅箔を圧着した電子材

料、有機ディスプレイ材料、電池などの

研究も行っている。ここ最近の学卒者の

配属は年数名、現場実習を経て各部署に

配属される。研究者としての業務が期待

されている。実際の製造は関連会社で行

う。東京の本社や九州・西日本にある事

業場との往来が多く、上司は別事業場に

いるといった形態も多い。また海外出張

もしばしばある。 

 

E 社 

①聞き取り対象の業種、部署、役職 

 機器保守メンテナンス・建設業 保守

メンテナンスサービス部門 安全衛生委

員会作業安全部会長 

②学卒新入社員の安全に関する能力につ

いての評価 

 低下というよりは、安全の知識はほと

んどゼロに近い感じ。 

③学卒新入社員が大学等で身につけてき

て欲しい安全に関する能力 

 学校でもやっているところが多いとは

思うが、学生側がそれを受け止めていな

い背景がある。単に講義的に教えるので

はなく、実地を踏まえて指導をするよう

な仕組みがあるとよい。 

 たとえば当社では、インターンシップ

制度（学生の体験就業）の機会に、半日

程度をかけて指差呼称や KY４R（ラウン

ド）を学生にやらせている。初めは恥ず

かしがっているが、徐々にできるように

なってくる。こういう経験を学生のうち

から実施して、危険に関する感度をあげ

て行ってもらえるとよいのではないか。 

④学卒新入社員に対する安全教育の内容 

 新入社員研修などで意図的に説明を半

日程度で実施する機会がある。また、低

圧電気工事取扱い作業者研修については、

全社員に教育機会を与えていたものを、

今年度から新入社員にも実施し始めた。 

 また、新入社員ではないが、職長や主

任者向けの危険予知を、社内トレーナー

制度を用いてその都度実施している。 

⑤その他の特記事項 

 その他、労災関連事故等の発生時に情

報の共有をしている。 

  

F 社 
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①聞き取り対象の業種、部署、役職 

 製造業 研究所 安全管理者 

②学卒新入社員の安全に関する能力につ

いての評価 

 十分な能力はない。たとえば機械系出

身で酸とかアルカリ・溶剤の危険性を知

らない人がいきなり化学系の職務に就か

ざるを得ないこともある。 

 また、専門性の高度化を背景に能力が

違うところにシフトしている感じであり、

たとえば５S を最初にきちんと教えない

といけないこともある。専門性の高度化

を背景に、安全管理面としては悪い方悪

い方に流れている感じ。 

③学卒新入社員が大学等で身につけてき

て欲しい安全に関する能力 

 最近は専門分化を背景に大学等での研

究内容が細分化されていて、出身の学科

名聞いても、何をしているのか良くわか

らないのが現状。したがって、化学系だ

ったら酸アルカリの扱いをある程度知っ

ておいてほしいが、その系統から来ても

安全管理面での知識が均一ではない。そ

の分野に見合った最低限の知識の教育は

しておいてほしい。 

④学卒新入社員に対する安全教育の内容 

 機械の扱い・化学品の扱いについて、

入社時に各 2 時間くらい講義をしている。

また、他の事業所での現場トレーニング

を 2 か月したのち、研究所内では各研究

部門を 2 か月で巡回研修があり、そうい

う機会に OJT で実施しているが、安全教

育に特化しているわけではない。教育内

容は現場に任せている。 

⑤その他の特記事項 

 新規導入化学品のリスクアセスメント

をしている。機械系の人が化学をしたり、

化学系が機械の仕事をしたりするため、

数年前からリスクアセスメントをするよ

うになった。担当者が外部に安全教育を

受けに行って、リスクアセスメントの重

要性を理解したことがきっかけ。担当者

の一途な思いもあるが、ISO14000 もそ

の背景にある。 

 

G 社 

①聞き取り対象の業種、部署、役職 

 計測機器製造業 総務部 主任 生産 

②学卒新入社員の安全に関する能力につ

いての評価 

 工場での安全と大学での安全とは異な

るため同レベルで評価することは困難と

考えます。例えば、大学の実験室で着帽

の規則は無いが工場ではあります。です

ので、どうしても着帽の習慣を持続する

ことができない新入社員が見受けられま

す。新入社員の能力ではなく、習慣の違

いであり会社での教育で向上させる方針

です。 

③学卒新入社員が大学等で身につけてき

て欲しい安全に関する能力 

 学問だけでなく、社会生活において何

が危険行動なのかを感じ取る感性。 

 ５Ｓに関する知識（整理・整頓・清潔・

清掃・躾）。特に生産工場である弊社の場

合 

 様々な注意事項があるため、注意され

たら素直に従うことのできる姿勢。 
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④学卒新入社員に対する安全教育の内容 

 新入社員入社後の導入教育時に総務か

ら安全教育の実施 

 配属後、各配属先での個別安全教育の

実施 

⑤その他の特記事項 

 特記なし 

 

H 社 

①聞き取り対象の業種、部署、役職 

 機械器具製造業 安全管理統括センタ 

◯◯安全グループ 企画員(担当者)  

②学卒新入社員の安全に関する能力につ

いての評価 

 職場毎に内在する災害ポテンシャルは

異なり、それらに対応するための十分な

能力については職場配属の後、作業に就

く前に職場にて初任時教育として共通的

教育と当該業務特有の安全教育を実施し

ている。その為、最初から新入社員に十

分な安全の能力があるとは言い難いが、

その能力の低下についても大差ないと考

える。 

③学卒新入社員が大学等で身につけてき

て欲しい安全に関する能力 

 配属先により必要となる具体的能力は

異なるが、安衛法の横断的基本知識とし

て衛生管理者資格等の取得は有効だと考

える。 

また、何より「安全第一」、「ルールを守

る」ことを意識できることが重要だと考

える。 

④学卒新入社員に対する安全教育の内容 

 入社後に会社生活における共通的内容

の集合教育を一定期間実施し、職場配属

となる。配属後は、作業従事前に安衛側

の第 35 条及び第 36 条に基づく法定教育

を実施、受講をしている。 

 また、以降、若年層安全研修会(目安：

３0 才以下)、中堅技能者 OJT 教育等各種

社内安全教育を実施している。 

⑤その他の特記事項 

 作業内容、作業環境等夫々の職場状況

による部分が多いため、配属後に行う安

全教育が重要となってくるが、共同作業

等も多いため、コミュニケーション能力

は必須である。 

 

I 社 

①聞き取り対象の業種、部署、役職 

 一般産業用機械装置製造業 総務部 

安全グループ 部長代理 

②学卒新入社員の安全に関する能力につ

いての評価 

 常識的な安全知識・能力はある程度有

ると判断するが、危険と感じる(見抜く)

能力が低い。 

③学卒新入社員が大学等で身につけてき

て欲しい安全に関する能力 

 「自分の安全・健康は、自分で守る」

が基本となる事から、自分が置かれてい

るさまざまな環境の中で、危険を予知す

る能力と行動に至る自己対応法。 

④学卒新入社員に対する安全教育の内容 

 グループ安全衛生ポリシー並びに会社

(事)の安全衛生方針説明 

 会社(事)の安全衛生活動内容の紹介  

(労働安全衛生マネジメントシステム・リ
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スクアセスメント活動、等) 

 会社(事)の安全衛生規則・制度説明と各

種ルールの徹底 

 労働災害の定義と災害事例教育 

 緊急事態発生時の行動・対応法 

 安全体感(切創・巻き込まれ・転倒・運

搬・保護具着用等々)教育と危険予知訓練 

⑤その他の特記事項 

 特記なし  

 

J 社 

①聞き取り対象の業種、部署、役職 

 製造業 非公開 非公開 

②学卒新入社員の安全に関する能力につ

いての評価 

 個人差があると思う。差が大きくなっ

ているか、全体的に低下しているかは感

じ取れない。 

③学卒新入社員が大学等で身につけてき

て欲しい安全に関する能力 

 危険予知などはセンスもあるかと思わ

れるが、簡単な事例学習はできるように

なっていて欲しい。 

④学卒新入社員に対する安全教育の内容 

 座学が中心であるが、体感教育も取り

入れている。 

⑤その他の特記事項 

 学生時代から安全について教育を受け

ておくことは良いことである。 

  

K 社 

①聞き取り対象の業種、部署、役職 

 食品製造業 管理課 スタッフ 

②学卒新入社員の安全に関する能力につ

いての評価 

 現場教育としてリスクを回避するため

にわからないことをわからないというこ

とができることが必要。コミュニケーシ

ョン能力の低下。 

③学卒新入社員が大学等で身につけてき

て欲しい安全に関する能力 

 リスクに対して一つの考え方でなくマ

ルチに考えられる力は必要。 

④学卒新入社員に対する安全教育の内容 

 食品製造業なので手洗い等の衛生教育 

外来講師による講演、テーマを与えて発

表させるなどを理解の評価のために取り

入れている。 

⑤その他の特記事項 

 特記なし 

 

L 社 

 

①聞き取り対象の業種、部署、役職 

非公開 

②学卒新入社員の安全に関する能力につ

いての評価 

研修中の災害発生があることから、十分

とは感じていない。 

③学卒新入社員が大学等で身につけてき

て欲しい安全に関する能力 

 労災に対する意識が低いと感じるので、

それに関する知識や意識向上が欲しい。

④学卒新入社員に対する安全教育の内容 

 新入社員研修に、安全衛生教育は含ま

れており、リスクアセスメント、労災に

ついて、小集団活動について、健康管理

について実施している。 
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⑤その他の特記事項 

 特記なし 

 

D.考察 

企業からの聞き取りでは、大学の安全

教育への期待はあるが、現在の学卒新入

社員の安全感性、安全のレベルは不十分

であるとのことでほぼ意見は一致してい

た。しかし、大学で安全教育を行うこと

の意義は認めていた。大学での教育に期

待するものとしては、基本的な安全の理

解とリスクの認知であり、企業によって

は、さらにコミュニケーション能力など

も挙げられていた。これを補うためか企

業におけり新入社員教育においては、リ

スクの認知やグループワークなどを含む

例もあった。 

企業では主に作業標準の整備やマネジ

メントシステムの導入による安全活動が

展開おり企業内での活動に関しての安全

な行動をとる事ができるように教育は行

われおり、またそれを応用できるように

KY 等の活動が行われていた。特に安全感

性の育成については、KY の活用や体験型

の訓練が組み込まれている例があった。 

 

E.結論 

 企業の安全担当者等は現状では大学に

おける安全教育への信頼は高くない。む

しろ自社での一定レベルまで教育するこ

とは当然と考えている。しかし、大学で

標準的な安全の知識の習得やリスクの認

知などは期待しており、大学における安

全教育においてはこれらの点について考

慮したプログラムの設定が望まれる。 
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